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図1　MHCタイプ別・家系別尾叉長．細い縦棒は標準誤差
を示す．異なるアルファベット小文字はMHCタイプ間
で有意差（P<0.05）が認められたことを示す． N=30/家
系．

図2　MHCタイプ別平均活動量と環境照度（破線）の日
周変動．左縦軸は1個体当たり10分間当たりの赤外線
光軸遮断回数を表す．紫色の部分は夜を，灰色の縦棒
は給餌時刻を示す．

研究の背景・目的
1．臓器や組織の移植の際に拒絶反応を誘導する遺伝
子群である主要組織適合抗原複合体（MHC）は，
極めて多型性に富み，家系識別の分子マーカーとし
ての有用性が期待されてきました。
2．そこで重要養殖対象魚の1種であるドナルドソン
ニジマスを研究対象として，成長及び行動特性と
MHCクラスⅠ分子の変異性との間の関連性を明ら
かにします。

研究成果
1．MHCクラスⅠ分子対立遺伝子B型とF型それぞれ
をホモにもつBB型3系，FF型2家系と，ヘテロに
もつBF型4家系（Cont.）を用いて，体サイズや日
周活動パターン，縄張り行動等を調べました。
2．体サイズには同一MHCタイプ内の家系間で有意
差は認められませんでしたが，MHCタイプ間に有
意差が認められました（図1）。
3．BB型及びCont.では，日出･日没時及び給餌時に

活動量が増加しましたが，それ以外の日中の活動量
は低いものでした。これに対し，FF型では日中絶
えず高い活動量を維持し，そのレベルは給餌時の活
動量をも上回りました（図2）。
4．活動パターンの違いは縄張り行動の強弱に依存す
ることが示唆されました。
5．昼行性の強いFF型魚では縄張り行動がほとんど
観察されなかったことから，噛み傷等のない綺麗な
魚を作出できると期待されます。
6．このようにMHC多型性は，ドナルドソンニジマ
スの成長や日周活動パターン等に認められる変異性
と明確な相関を示しました。
7．本研究により，MHCクラスⅠ分子に認められる
多型性と行動特性との相関が脊椎動物において初め
て実証されました。

波及効果
１．MHCを分子マーカーとして養殖魚の家系選別に
利用することが可能となります。

（資料7）
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⑶　水域生態系の構造・機能及び漁業環境の動態

の解明とその管理・保全技術の開発（資料8～

11）

〈概　要〉
•海域においては生態系モニタリング調査によ
り海洋環境変動を準リアルタイムで把握する
とともに，それらの解析から海域の環境特性
や生物生産構造を解明しました。内水面にお
いては，イワナ・アユ等の生態と環境との関
係を把握しました。
•漁業への影響が懸念される赤潮・有毒プラン
クトンについて，発生機構を解明し，発生予
察技術等を開発しました。また，有害物質の
動態と水生生物に及ぼす影響を解明するとと
もに，陸域及び沿岸域の物質循環過程を解明
しました。

〈トピックス〉
• （独）海洋研究開発機構との共同研究により，
JCOPE海洋変動予測システムを基盤とする
水研センター版の高精度海況予測モデルを構
築し，これに水産試験研究機関の定線観測デ
ータを用いて黒潮の流路を2ヶ月先までほぼ
正確に再現することに成功しました。また，
イワナ在来個体群の分布及び遺伝的多様性を
明らかにするとともに，生息しているイワナ
が在来個体群であるかどうかを判別するため
の遺伝子解析技術を開発しました。さらに，
有害赤潮藻ヘテロカプサを含む種々の海産プ
ランクトンの動態にウィルスが質的及び量的
に重要な影響を与えていることを明らかに
し，有用ウィルスを用いた赤潮防除技術に関
する特許を出願するとともに，昨年，兵庫
県，岡山県等瀬戸内海の生産地において，ノ
リの色落ち被害が漁業経営に深刻な影響を与
えていましたが，その中心の播磨灘におい
て，色落ちの原因となる珪藻プランクトンの
休眠細胞の分布特性等を明かにするなど，多
数の成果が得られています。


